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思考・判断・表現

(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布
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○ 「知識・技能」については，平均通過率が８０％を越えたのは１４問中５問で，平均通過
率が７４．９％と全体として成果が見られつつあります。一方で，日付を正確に聞き取る問
題は５０．３％，勧誘を断る表現を選択する問題は４０，９％，対話の流れから適切な語を
補って文を完成させる問題は５４．７％と通過率が特に低く，例年課題としている内容に
ついて改善が見られない部分もあり，課題が固定化しているものも見られます。 

 
○ 「思考・判断・表現」については，平均通過率が５０％を越えたのは９問中９問で，平均

通過率が７６．８％と全体として改善傾向にあります。一方で，英文の要点を把握し，適切
な英文を選択する問題は６３．８％，書くことの問題におけるコミュニケーションに支障を
きたさないように英文を書く視点は５８．７％と通過率が特に低く，課題が浮き彫りになっ
ています。特に書くことについては，例年課題としているポイントであり，具体的な指導改
善が必要です。 
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英語（中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

知識・
技能

思考・
判断・
表現

通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ 94.2% 0.0%
　英語を聞いて，ノートを開ける指示を聞き取る
ことができるか。

2 (2) 中１ ○ ○ 91.0% 0.0%
　英語を聞いて，複数のものの数とその場所を聞
き取ることができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ 50.3% 0.1%
　英語を聞いて，正しい日付を聞き取ることがで
きるか。

4 (1) 中１ ○ ○ ○ 80.6% 0.1%
　好みを尋ねる質問に正しく答えることができる
か。

5 (2) 中１ ○ ○ ○ 86.8% 0.1%
　数を尋ねる質問に正しく答えることができる
か。

6 (3) 中１ ○ ○ ○ 40.9% 0.1% 　勧誘に対して適切に答えることができるか。

7 3 中１ ○ ○ 77.5% 0.1%
　メッセージを聞いて必要な情報を聞き取ること
ができるか。

8 4 中１ ○ ○ ○ 78.4% 0.1%
  対話の流れに沿って適切な質問を選択すること
ができるか。

9 (1) 中１ ○ ○ 95.3% 0.3%
  自己紹介を聞いて，その内容を整理して捉える
ことができるか。

10 (2) 中１ ○ ○ ○ 83.3% 4.2%
  捉えた内容について適切に応じることができる
か。

11 6 中１ ○ ○ 79.0% 0.2%
　メッセージの内容を把握し，適切なポスターを
選択することができるか。

12 (1) 中１ 〇 ○ 79.0% 0.2%
　対話文の内容を把握し，代名詞が指す適切な語
を選択することができるか。

13 (2) 中１ ○ ○ 72.2% 0.2%
　ポスターの内容を読み取り，タイトルとしてふ
さわしい英文を選択することができるか。

14 ① 中１ ○ ○ ○ 75.8% 0.3%
　対話文の内容を正確に把握し，対話の流れに合
う疑問文を選択することができるか。

15 ② 中１ ○ ○ ○ 84.2% 0.3%
　対話文の内容を正確に把握し，対話の流れに合
う疑問文を選択することができるか。

16 (2) 中１ ○ ○ 79.5% 0.4%
　英文の概要を把握し，適切な語を選ぶことがで
きるか。

17 9 中１ ○ ○ 63.8% 0.6%
　英文の要点を把握し，適切な英文を選択するこ
とができるか。

18 10 中１ ○ ○ ○ 71.2% 6.3%
　書かれた内容に対して，話の内容を捉え，自分
の考えを示すことができるか。

19 (1) 中１ ○ ○ ○ 75.3% 0.7%
　be動詞の否定文を正しい語順で答えることがで
きるか。

20 (2) 中１ ○ ○ ○ 78.6% 0.8%
　疑問詞を含む疑問文を正しい語順で答えること
ができるか。

21 12 中１ ○ ○ ○ 54.7% 4.9%
　対話の流れから判断し，適切な語を補って表現
できるか。

22 A ○ ○ 89.6% 3.3%

23 B ○ ○ 58.7% 3.3%

問 題 数 10 10 8 6 14 9

出題割合 40.0% 40.0% 32.0% 24.0% 60.9% 39.1%

75.7% 1.2% #DIV/0! #DIV/0!

　文と文とのつながりなどに注意してまとまりの
ある英文を書くことができるか。

評価の観点 県平均 校内平均

11

13 中１

計
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(2)　各設問の分類と平均通過率

設問

出題
学年

学習指導要領の領域

出題の意図
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(３) 英語 ＜中学校第１学年＞ 
 ア 特徴ある問題から 大問９  

（中学校学習指導要領〔外国語編〕Ｐ21 第２，１，⑵，ウと関連） 
学習指導要領解説の該当箇所に，「社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点

を捉えることができるようにする。」とあります。本問題では，ラオスで生活する子供たちの学校事情を話題と
し，要点を踏まえて現地の子供たちの心情を捉えられるかについて出題したところ，平均通過率が 63.8％で
した。下の解答のポイントや誤答傾向を踏まえ，内容理解や音読をさせる際に課題があると考えられます。そ
れらを改善するためのポイントを下の「イ」にまとめました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 授業改善のポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔解答のポイント〕 

１ 文章の要点を読み取れたか。 

２ 選択肢の英文について，意味を捉えたか。 

３ 文脈から空欄に当てはまりそうな表現を発想できたか。 

〔誤答傾向（予測）〕 

・ まとまりのある文を読むこと自体に苦手意識がある。 

・ それぞれの代名詞が誰を指しているのか混乱した。 

・ 空所がある段落だけ読み，文脈を読み違えた。 

内容理解の際は，いきなり文単位で最初から

意味をとろうとせず，文章全体を通した大きなも

の（概要）から捉えて，次第に小さなもの（内容）

を捉えていく読み方をさせましょう。その際，全て

の英文を日本語に置き換える必要はありません。

また，分からない箇所があったら前後から推測し

て読ませることにも普段から取り組んでおくと効

果的です。 

接続詞の働きなどに注目し，全体の文章構成を把握さ

せながらその先を推測させる活動も効果的です。また，

推論発問を活用して，教科書には書いていない文章の続

きや登場人物の心情について書いてあることを根拠に推

測させると，行間を読ませる深い読みにつながります。 

音読は，内容理解の後にその内容を表出する工夫をさ

せると，内容理解が更に深まります。しっかり時間を確保

し複数の手法（chorus，buzz，read and look up， 

shadowing など）を使いながら上手に読める生徒を増

やしましょう。 

二次元コードを読
み取り，「県総合教
育センター『学びの
地図』に掲載中の鹿
児島学習定着度調
査解説動画」を見て
みよう！ 
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(1)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

中１ 中２
知識・技能 74.9% 73.7%

思考・判断・表現 76.8% 58.4%
全体 75.7% 67.8%

71.8%

64.8%

75.5%

55.3%
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○ 「知識・技能」については，平均通過率が８０％を超えたのは１６問中６問で，平均通過率
が７３．７％と全体として成果が見られつつあります。一方で，二つの目的語をとる動詞の語
順を正確に答える問題は６３．７％，対話の流れから適切な語を補って文を完成させる問題
は４８．３％，与えられた情報に基づいて正確に英文を書く問題は４２．９％と通過率が特に低
く，例年課題としている内容について改善が進んでいない状況です。 

 
○ 「思考・判断・表現」については，平均通過率が５０％を超えたのは１０問中７問で，平均通

過率が５８．４％となり改善傾向にあります。一方で，聞いて把握した内容について適切な英
文を書く問題は４２．５％，読んで把握した内容について自分の考えを書く問題は４７．４％，
書くことの問題におけるコミュニケーションに支障をきたさないように英文を書く視点は２５．
０％と通過率が特に低く，課題が浮き彫りになっています。特に書くことについては，例年課
題としているポイントであり，具体的な指導改善が必要です。 
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各受検者の正答数（全体）の分布 英語

中学校第２学年【英語】
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　　英語（中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

知識・
技能

思判表 通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ 66.9% 0.1%
　日常的な場面における英語を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ 86.1% 0.1%
　日常的な場面における英語を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

3 (3) 中２ ○ ○ 93.9% 0.0%
　日常的な話題に関する対話を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

4 2 中１・２ ○ ○ 75.1% 0.1%
　まとまりのある英文の概要を捉えることができ
るか。

5 (1) 中１・２ ○ ○ 68.0% 0.2%
　まとまりのある英文を聞いて，必要な情報を捉
えることができるか。

6 (2) 中１・２ ○ ○ 70.1% 0.4%
　まとまりのある英文を聞いて，必要な情報を捉
えることができるか。

7 4 中２ ○ ○ ○ 42.5% 18.0%
　聞いて把握した内容について，適切に応じるこ
とができるか。

8 (1) 中２ ○ ○ 71.7% 0.2%
　英文を読んで，文脈から空所に入る接続詞を適
切に選択することができるか。

9 ① 中２ ○ ○ ○ 69.7% 0.2%
　文と文のつながりに注意して，適切な英文を選
択することができるか。

10 ② 中２ ○ ○ ○ 91.8% 0.2%
　文と文のつながりに注意して，適切な英文を選
択することができるか。

11 (1) 中２ ○ ○ 81.7% 0.2%
　説明文の概要を捉え，説明されているものを選
択することができるか。

12 (2) 中２ ○ ○ 90.2% 0.3%
　説明文の内容を正確に捉え，適切な絵を選択す
ることができるか。

13 中２ ○ ○ 93.6% 0.3%

14 中２ ○ ○ 93.9% 0.4%

15 (1) 中２ ○ ○ 56.4% 0.4%
　まとまりのある英文を読んで，文章の構成を理
解することができるか。

16 (2) 中２ ○ ○ 58.9% 0.6%
　まとまりのある英文を読んで内容を把握し，適
切な文を選択することができるか。

17 8 中２ ○ ○ ○ 47.4% 18.3%
　書かれた内容に対して，話の内容を捉え，自分
の考えを示すことができるか。

18 (1) 中２ ○ ○ ○ 79.6% 0.5%
　助動詞mustの用法を理解し，正しい語順を答え
ることができるか。

19 (2) 中２ ○ ○ ○ 63.7% 0.5%
　二つの目的語をとる動詞の用法を理解し，正し
い語順を答えることができるか。

20 (3) 中２ ○ ○ ○ 66.6% 0.7%
　不定詞の副詞的用法を理解し，正しい語順を答
えることができるか。

21 10 中１ ○ ○ ○ 48.3% 3.8%
　対話文中の空所に当てはまる表現を文脈から判
断し，適切な英語を用いて表現することができる
か。

22 (1) 中１ ○ ○ ○ 66.8% 4.7%

23 (2) 中１ ○ ○ ○ 53.8% 6.6%

24 (3) 中２ ○ ○ ○ 42.9% 8.5%

25 内容 ○ ○ 59.1% 11.9%

26 正確 ○ ○ 25.0% 11.9%

問 題 数 7 9 10 11 16 10

出題割合 33.3% 42.9% 47.6% 52.4% 61.5% 38.5%

67.8% 3.4% #DIV/0! #DIV/0!

1

設問

出題
学年

5

(2)

6

(3)

11

(2)　各設問の分類と平均通過率

学習指導要領の領域 評価の観点

3

7

計

　グラフの内容を正しく表す英文を選択すること
ができるか。

9

12

出題の意図

　与えられた情報に基づいて，３人称単数現在時
制の肯定文や不定詞の名詞的用法などを活用しな
がら書くことができるか。

県平均 校内平均

中１・２

　与えられたテーマについて，情報を整理して書
いたり，構成を考えて書いたり，文と文のつなが
りを示す語句を用いて書いたりしようとしている
か。

53



(３) 英語 ＜中学校第２学年＞ 
 ア 特徴ある問題から 大問 12  

 （中学校学習指導要領〔外国語編〕Ｐ53 ２，(２)，ウと関連） 
学習指導要領解説の該当箇所に身に付けさせるべき事項として，「日常的な話題や社会的な話題につい

て，伝える内容を整理し，英語で話したり書いたりして互いに事実や自分の考え，気持ちなどを伝え合うこ
と。」とあります。本問題では，相手の意向に沿って自分の考えを的確に書くことができるかについて出題した
ところ，視点 B において平均通過率 25.0％，無答率 11.9％でした。下の解答のポイントや誤答傾向を踏ま
え，言語材料の導入や言語活動の在り方，フィードバックの在り方に課題があると考えられます。それらを改
善するためのポイントを下の「イ」にまとめました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 授業改善のポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔解答のポイント〕 

１ 書く内容について，自分なりの発想があったか。 

２ 発想した内容は適切であったか。 

３ 発想したことについて，適切な英語で表現できたか。 

〔誤答傾向（予測）〕 

・ 自分が書ける英語の範囲内の文が思いつかない。 

・ 書いている内容が不自然になっている。 

・ つづりや文法的なルールに関する事項が定着していない。 

単語や基本文はそれだけを切り離して唐突に単

独で扱わずに，本文の流れの中で出会わせて，ま

ず文脈の中で扱い，そこから必要に応じて取り出し

て掘り下げましょう。活動をさせる際は，始めはワー

クシートや○○カード等の補助があってもいいです

が，徐々に取り除きながら最終的には生徒が自分

で活動できるようにしましょう。示しすぎや補助の常

態化は，生徒の自走の妨げになっている可能性が

あるので要注意です。 

二次元コードを読
み取り，「県総合教
育センター『学びの
地図』に掲載中の鹿
児島学習定着度調
査解説動画」を見て
みよう！ 

定着に向けては繰り返しが鍵になりますが，既

習の内容は教師が工夫しないと出てこないので

意図的に繰り返しを生み出しましょう。 

正確性を上げ，生徒が自分で修正できること

を目指して，明示的にはっきりと修正する場面や

暗示的に気付かせる場面等を組み合わせてフィ

ードバックを工夫しましょう。その際，正確さを気

にする余り表現が滞ることは避けるようバランス

をとることに留意しましょう。 
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